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造

地

質
撃
に
関

す
る

記

載

は

英

米
猶
珊
譜
園
の
大
き
な
地
質
単
数
科
審
ビ
錐
も
.

其
の
械
制
ま
で
詳
ら
か
に
論
究
し
た
も
の
が
乏
し
い
｡

曲
の
面

遇
は
著
者
が
三
十
二
年
前
に
ギ
ル
バ
ー
ト
か
ら

注
意
rJ
れ
た
}J
い
ひ
'
ア
.づ
プ
チ
ァ
山
脈
成
生

の
.機
制

を
研
究
す
る
動
機
が
此
の
時
に
あ
っ
た
}J
序
文
に
見
え

て
る
通
-
で
.
第

一
窓

に
厨
瑛
地
贋
の
Ⅶ機
械
的
屋
勧
節

珊
火
成
岩
の
構
造
排
尿
発
想
を
説
明
し
､
第

二
篇
に
岩

石
担
形
の
糟
榊
を
論
じ
､
第
三
栗

に
野
外
贋
測
法
固
式

的
方
法
及
欝
習
問

題
を
説
明
し
.
荷
は
附
鎌
と
し
て
最

泰

男
翻
法
則
の
訟
弼
関
曲
の
.賓
協
を
掲
げ
て
ゐ
る
.
此

の
由

二
筋
は
本
書
の
眼
目
だ
看
徹

さ
れ
る
も
の
で
p
地

牲
下
牌
の
周
遊
魔
力
p
臆
カ

p
温
斑
を
考
慮
し
て
之
に

屈
従
す
る
地
層
が
誠
は
完
登
に
摺
曲
し
或
は
不
十
分
に

新

刊

紹

介

静
曲
し
或
は
難
敵

Shear
或
は
酔
勤

1;]ow
が
起
る

要
件
を
論
じ
LJ
｡
防
衛

の
ふや
に
掲
げ
L
J
蘇

格
蘭
高
地
構

造
を
説
明
す
る
賓
駿

の
如
き
亦
た
薄

い
鱗
片
の
如
-
杏

覆
し
た
L
L
上
断
静
が
勢
勧
面

に
沿
ひ
生
じ
得
る
の
を
埋

骨
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
｡
(小
川

)

〇
倍
浪
解
物
証

人
木
月

助

氏

p

秋
等

猛

需

鵠

釧

鰐

捌朗
我
園
で

博
物

寧
研
究
の
最
も

亜

:j

の
は

長

野

螺

に
及
ぶ
も
の
が
な
い
｡
そ
れ
は
本
著
者
八
木
氏

の
様
な

鰐
尊
者
を
宥
す
る
が
璃
め
で
あ
る
｡
本
番
は
最
新
の
信

濃
産
焼
物
の
研
究
を
集
旅
し
た
も
の
で
あ

っ
て
未
だ
世

に
公
に
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
材
料
を
用
ゐ
ら
れ
た
虞
も
少

-
な
い
0
記
述
せ
ら
れ
た
種
物
の
数
九
十

Tl
種
で
既

知

日
本
産
煤
産
物
の
約
寧
ば
に
連
す

る
｡
か

ゝ
る
多
数
の

嘩
物
が
只

1
つ
の
煉
内

に
於
で
費
威
さ
れ
た
の
も

一
に

地
方
篤
尊
家
の
錫
で
あ
る
こ
E
は
明
か
で
あ
る
｡
網
本

番
に
は
鮮
明
な
閤
版

ビ
柿
間
ビ
が
多
-
挿
入

さ
れ
て
ゐ

る
賓
際
其
の
内
客
室

試
ひ
個
我
笠

.Ihi
ひ
地
方

に
開
す

る

審
路
と
し
て
稀
に
見
る
の
良
書
で
あ

る.
倍
狼
鱗
物
誌

は
他
の
府
蟻
に
於
け

る
地
箪
愛

好
者
に
封
す

る
埋
励
者

で
あ
り
先
駆
者
で
あ
る
要

吉

へ
る

｡

信
濃
に
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係
の
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鮮
部
落
調
査
滑
界
報
告

大
正
十
二
年
三
月
朝
鮮

絶
西

府

査

行

本

音
は
嘱

沈
小
田
内
過
敏
岩
の
調
査
に
よ
っ
た
者
で

第

二
翌
に
部
落
調
査

望
瓜
義
､
経
過
-
計
劃
お
IJ
の
.I(
舘

二
葦
に
部
落
の
ふ
句
境

ビし
て
各
迫
に
菰
-
著
名

な部
落

二
個
又
は
二
滴

づゝ

倉
計
十
六
の
里
に
つ
い
て
部
落
の

構
成
又
は
仲
和
､
緩
衝
状
態

.
教

育

状

況

等

が

述
べて

あ
る
'

文

中

常

坑
を

以

て

説

明
を
補

風

す
る

外

a

幕
末

に
固
版
七
十
三
版
を
加

へ
､
覇
者
申
し
て
郡
群
の
賓
祝

を
目
路
す
る
の
思
あ
ら
し
ひ
る
｡
縛
に
殺
到
に
は
小
田

内
岩
が
苦
心
の
作
､
朝
鮮
郡
別
人
口
密
度
閲
が
あ
る
P

交
通
p
地
勢
ĴJ
人
口
分
布
の
関
係
が
明
瞭
に
は
て
ゐ
る

予
は
此
鞘
の
報
碧
が
第

仙
冊
に
止
ま
ら
ず
し
て
七
二
冊

三
肘
潮
を
迫
-
て
出
版
せ
ら
れ
ん
事
を
望
む
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武
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聾
者
を

集
め
て

1
九
二
二
年
二
月
に
完
成
し
た
来
支
餓
進
廓
の

編
纂
物
を
卿
辞
し
た
者
で
あ
る
｡
節

一
編
北
溝
洲
概
況

節

丁
魯

第
二
兆

叫九
川

風
二

に
は
北
清
洲
の
地
理
及
促
民

･

jJ
軽
漕
組
織
を
論
じ
栗
に

行
政
皿
臓
を
記
し
鵡
二
諦
生
産
業
に
は
農
業
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､

牧
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だ
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.
年
p
童
鹿
､
革
禽
及
地
業
｡
林
業
.
′及
基
地
の
生

産
業
.
ど
し
て
森
林
及
瑚
物
特
に
石
衣
に
悔
し
で
詳
細

L･i
る
説
明
ビ
統
計
的
研
究
が
の
ろ

て
ゐ
る
.
下
幕
は
工

業
編
YJ
末
文
餓
追
福
1
j
の
二
部
か
ら
成
立
し
て
ゐ
る
が

ま
だ
僚
刊
さ
れ
な
い
p
上
'*
攻
げ
で
五
官
五
十
相
賀
の

大
冊
予
て
地
岡
及
固
求
の
放
四
十
四
に
達
し
印
刷
鮮
明

材
料
豊

富
なる
構

成

的
著
述

で

あ
る
｡
蓋

し
北
浦

洲
の

現

痔
を

諒

解

す

る

に
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気
候
の
由

勤
に
退
潮
的
な
る
ビ
連
薦
傾
向
的
な

る
ど
の
.二
種
め
る
.
過
期
的
捷
動
は
太
陽
の
黒
鮎
に
閲


